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令和３年第１回（定例）高砂市教育委員会 会議録 

 

日時 

 令和３年１月２１日午後６時００分 

 

場所 

 高砂市役所南庁舎２階会議室２ 

 

出席者 

 衣笠教育長、山名委員、布施委員、吉田委員、神尾委員 

 

出席事務局職員 

 永安教育部長、阿部教育推進室長、赤松学校教育室長、北野教育推進室教育総務課長、 

 中野教育推進室生涯学習課長、高橋学校教育室学務課、矢野学校教育室学校教育課長、 

 横山学校教育室学校教育課主幹、藤原未来戦略推進室青少年センター所長 

 

本日の会議に付した事件 

協議事項 

 １ 学校給食費の公会計化について 

 

報告事項 

 １ 悩み相談シートについて 

 ２ 高砂市子ども読書活動推進計画第２期（素案）への意見募集結果と今後のスケジュー

ルについて 

 ３ 高砂市教育委員会事業後援について 

 

その他 

 １ ２月行事予定について 

 ２ 公表等と学校への周知について 
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---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  協議事項１ 学校給食費の公会計化について 

 

○事務局  （協議事項１について説明） 

○教育長  何か御質問、御意見がございましたらお願いします。 

○委員   このシステムについて、今までは学校の先生が給食費を集めて、それを会計に渡

すという作業だったと思うのですが、今回のシステムは自動で振り込まれるとい

うシステムですか。 

○事務局  現在、給食費の徴収は、私会計で給食会という団体が学校の口座を通じて引き落

としをしております。今後、公会計になりますと市の歳入に入ってくるようにな

ります。市の税金などの１つのような形で給食費を徴収しますので、口座引き落

としというのは基本的には従来通り変わらないのですが、市が引き落としをして

いくというようなシステムをつくっていこうと考えています。 

○委員   具体的にどういう部分の作業が軽減されるのですか。 

○事務局  現在、各学校で学校給食費の引き落としをする口座申込みや各金融機関に依頼を

かけて引き落としをしてもらう事務をしていただいています。それを学校の先生

でなく市役所のほうがするようになります。 

○委員   学校の中で児童生徒に対して学校の先生が給食に関しての連絡事項を何もしな

くて済むということですか。 

○事務局  いえ、給食費の引き落としや督促関係は市が行いますので、その業務は軽減され

ます。ですが、給食を食べている子供たちが欠席をしているとか、学校でしか把

握ができないもの、数量とかアレルギーの対応というものは、やはり今までどお

り続くような形になります。 

○委員   給食費は一切全部無料ですか。 

○教育長  無償化は、幼児教育の部分で、小中学校の給食費は違います。 

○委員   例えば、この度、コロナで保育園、幼稚園、こども園を閉めたときに、日割り計

算で色々計算をしなければならないとかありますよね。そういうのも今後導入し

ていくような流れはあるのですか。 

○事務局  現在、給食費を支払ってもらっているのですが、生活保護世帯とか就学援助費の

方は給食費が減免になっています。今回コロナの関係で学校が休業になって給食

がない場合は返金という形を取っています。 

○委員   学校がコロナで休みになったら返金対応の全部を行政がする、市がするというこ

とでいいわけですね。就学前の幼稚園、保育園に関しても、流れとしては行政が

担当していく流れですか。 

○教育長  公会計化によって幼児教育の部分、保育園、こども園、そこまで発展していくか

ということですか。 

○委員   はい。そうです。 
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○事務局  現在、学校給食費は小学校と中学校だけなので、これはその分だけになります。 

○教育長  この導入予定については、令和３年度、４年度で準備をしまして、５年度の４

月から公会計への移行という手順で準備を進めてください。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項１ 悩み相談シートについて 

 

○事務局  （報告事項１について説明） 

○教育長  何か御質問はございますか。 

○委員   令和元年に比べて、小学校、中学校ともに減少した理由についてどのような解釈

をされているのか。その他の学校へ行きたくないなどの分というのはどういうこ

とを言っているのか。その辺りの聞き取りやピックアップができているのかどう

か、教えてください。 

○事務局  いじめが減っているということで、未然防止が図られているという見方もできま

すが、いじめの積極的な認知ができていないことや見過ごしも懸念されるところ

ではございます。その他の悩み事の具体例等につきましては、学校に行きたくな

いという理由が、ゲームをしていたいとか、進路の悩みであったりなど、特に人

間関係で休みたいという相談ではないとお聞きしております。 

○委員   令和２年と令和元年というのは、やはりコロナの影響が、大きな違いがあると思

う。影響があったのかどうかというのも含めて教えていただけませんか。 

○事務局  小学校ですと、１学期が例年の傾向でしたら一番いじめ認知件数が多く、２学期、

３学期は減っていくという傾向でした。これがコロナの影響かどうかは、分かり

ませんが、３月、４月、５月と緊急事態宣言による臨時休業等で１学期よりも２

学期の件数が多いというような結果につながっていると感じております。 

      中学校に関しましては、１学期よりも２学期の行事が多く、例年でしたら、体育

大会や文化祭等でトラブルが発生する件数が増えてくる傾向ではあるのですが、

本年度に関しましては行事の中止や縮小というようなことで、行事が行なわれな

かった、件数が上がってきていないというのは、分からない部分もありますが、

中学校は２学期のほうが多く起こっているという現状です。 

○委員   イベントがなくなった影響というのは、中学校ではいじめが多少たりともあるか

もしれないというのが、みんなが集まっている間に何か起こることは十分に考え

られるので、注目すべきところだったかもしれませんね。 

○委員   悩み相談シートの質問項目は、以前はこの項目以外にも何かありませんでしたか。 

○事務局  いえ、項目としては、名前も、いじめ相談シートから悩み相談シートということ

で、極力アンケート中にいじめという言葉を設けず小学校につきましては教育相

談を行なってもらっています。中学校に関しましては、全生徒を対象に教育相談

をして、何か変わったことがあるか悩みを聞いていることではありますが、それ
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以外につきましては、記述ということで、書いてもらうというような仕組みにし

ております。 

○委員   自由記述等の記述式に関しての集計あるいは調査というのはここに出てきてい

ないように思うのですけれども、その部分の結果はどんな項目があったのか。統

計はありますか。 

○事務局  統計としては出していないのですけれども、具体例といたしましては、兄弟関係

や家庭のことについて、家族の人間性が嫌い、プレッシャーを与えられる、学習

面については、勉強が難しい、進路の悩み、身内の不幸話を聞いてもらいたい、

席替えの頻度、マスクを付けていない人について、悪口を言われているような気

がする、授業中にうるさい人がいて注意してもらいたい、隣の席の男子の独り言

がうるさい、女子のきつい口調が気になる、掃除をサボることについて、部活の

指導方法について、友達がけんかしたときにどうしていいか分からない、太陽の

光が反射してまぶしい、給食が苦手、量が少ない、食べる前におなかが痛くなる、

臭いが嫌、字が上手に書けないといった、そういう具体的なことの記述がござい

ました。 

○委員   本当に訴えられない些細なサインがあるのを見逃してしまうようなことがある

と大変なので、全部複数の人間が読んで見逃さないようなチェックをされている

のかどうか。書き方の中にわずかな訴えを見逃さないような複数の人での対応を

しなくてはならない。全国的にも１人の人が見た感じでは駄目ですという指摘が

あったのですが、その様に対応をされていますか。 

○事務局  先生方には、学年会などを用いて複数教員で開封し、内容を確認するとしていま

す。認知漏れや隠ぺいの防止、または１人で抱え込まず組織的にいじめの解消へ

つなげられるように指導はさせてもらっております。 

○委員   フォローアップ状況というのが大事だと思うのですけれども、何かそういう記録

等は残っているのでしょうか。 

○事務局  いじめに関しては記録票というものを指導に当たっての個々に１件ずつ出して

もらっております。 

○委員   それについてのフォローです。こういうのがありました、この項目についてはど

ういうフォローをして実施しました、済みました、やっていません、まだフォロ

ー中ですとかいう記録はあるのですか。 

○事務局  ３か月何も起こらず、本人の心においても負担がないというケースにおきまして

は解消していると判断する形になっており約３か月後に学校のほうに聞き取り

に１校ずつ回り確認を取らせていただいております。 

○委員   解決済みなのか継続中なのか、またはフォロー中なのかというのがそこで分かる

ような仕組みなのですか。 

○事務局  はい。そういう仕組みにさせてもらっています。 
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○委員   ２点お願いします。１つは、コロナの関係で学校行事がほとんどできなくて、そ

のことが結構ストレスになって、勉強ばっかりで学校に行きたくないという子供

が何人かいるのですけれども、先ほど学校行事がなくて、逆にいじめとかトラブ

ルが減ったという面もあるかもしれませんが、そういう大事な学校行事が縮小さ

れて、それが嫌になって登校しぶりとか、そういうことはこのアンケートからは

うかがえるようなことはなかったのですか。 

      もう１つは、小学校にも中学校にも同じ項目で一定の解消は図られたが、継続支

援中、指導中というのが何件かあります。まだ指導中の内容は、主なものはどん

なものがあるか、その２点について教えてください。 

○事務局  登校しぶり等に関しましては、昨年の12月同期と本年度の12月末で見させてもら

いますと、小学校におきましては、本来なら30日以上休めば長期欠席者として扱

われるのですが、12月現在県等から20日で見なさいと言われています。小学校の

は昨年度38人であったものが、本年度は40人というような結果でございました。

中学校におきましては、昨年度は131人でございましたが、本年度は113人という

ような結果で、問題行動に関しましては例年どおりの件数が上がってきておりま

す。非常に夏休みも短く、２学期が長い状態で、12月はおっしゃられるように登

校しぶりが増えたというような小学校からの声もお聞きしておりましたが、そう

いった中でも子供たち、先生方もそうなのでしょうけれども、頑張られて、何と

か例年の状態を維持しているというような状況が見られます。 

      ２点目の件に関しましては、どうしても発達障害を持たれているという子供さん

から、指導はしているのだけれども、また同じように起こしてしまうのではない

かというような不安から、支援中というようなことで継続支援になっているとい

うようなことが多くございます。 

○委員   全部赤信号、黄色信号だと思って、多分先生方はよく見てくださっていると思う

のですけれども、何か変わってくれという合図だと思って見ていただければと思

います。上手に説明がまだできない年代ですので、そこのところを丁寧にお願い

します。それと、前々から何回か申し上げているのですけれども、いじめという

くくりではなくて、これは中学校を卒業したら犯罪ですよということが幾つも入

っています。もうこれはいじめじゃなくて犯罪ですよというようなことも何かの

形で子供たちに教えていかなくてはいけないのではないかと。もちろん小学生で

もそうです。いじめという、そんなものではないということが分かってもらえる

ような方法を何か考えていただければと思います。中学生は同じことを来年やっ

たらもう犯罪者だという年齢の子供たちもいます。小さい子と同じように、いじ

めだと思って悪いことをする場合がありますから、そこのところも何か考えてい

ただければと思います。 
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○事務局  道徳の授業等を活用しまして、そのような指導、特に14歳を迎える中２の学年ぐ

らいから、そういう意識を持つように授業等で担任に授業をしていただくような

形の指導をしていきたいと思います。 

○教育長  もう１つ。子供からのサインとかメッセージなどを受け止めるという点に関して

はどうですか。 

○事務局  おっしゃられるように、子供の感じ方と大人が見る温度差というのは確かにある

かもしれませんので、その辺りも子供に寄り添って、あるいは同じ目線で物事を

判断していただくような周知はさせていただきたいと思います。 

○委員   子供の悩みというよりも、いろんなことの訴え、何らかのサインを出していると

き、アンケートの項目以外のことで、さっきあった自由記載のところに、例えば

生活が困っていて、自分のしたいことができないとか、食べたいものが食べられ

ないとか、そういうものもやっぱりできたらピックアップしてあげてほしい。見

逃さないでほしい。いじめだけではなくて、子供自体が悩んでいるものを一つ一

つ深く見つけてあげて、些細なことから、この子の家庭環境まで関わっていける

ようなこともやっぱりしていく必要があると思う。日常生活の中で担任の先生が

見ていたらやっぱり分かることもあるだろうし、服を替えてこない、破れたまま

で着ているとか、色々なことがある。色々なことを書いてくれていたら、やっぱ

り見つけてあげてほしいと思う。十分な配慮があって、一句一句、書いている言

葉一つ一つを本当に深読みしていただいて見つけて、対応してほしいと思います。 

      頑張ってくれているとは思いますけれども、よろしくお願いします。 

○事務局  いじめの把握だけに活用するのではなく、子供と教師との信頼関係を築くという、

そういった構築するツールとしても活用をぜひ進めていくようにしていきたい

と思います。 

○委員   コロナ騒ぎで学校が休みだったときに、このアンケートは１学期に１回、これは

これでいろんな貴重なデータがあると思うのですが、それ以外にできるだけ頻繁

に子供と会って、生徒と会って、顔を合わせて、色々話を聞くような、例えば中

学であったら教育相談週間のような形でやっていたと思うのです。そういう頻度

を増やしてほしいと思います。子供と直接会って短時間でもいいので小学校の先

生は、１日一緒に暮らすことが多いので、ちょっとした休み時間なんかに声をか

けやすいと思います。中学校はほとんど授業に関わりのない先生も当然担任とし

ていらっしゃるので、声かけをする、話を聞くと、ご飯がない等の話が出てきた

りします。アンケートではなかなか出てこないのが対面なら出てくる可能性もあ

ると思うので、そういうことをできたらやっていただきたい。アンケート以外の

面談等の情報はありますか。 

○事務局  情報といったのは特には聞いていないのですけれども、コロナ禍でソーシャルデ

ィスタンスと言われる中で、どちらかというと距離を置くような感じになってし

まうような状況が生まれているのかもしれないです。ですが、その辺りを取りな
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がらでも対面で対話をするというような状況をつくっていただけるように周知

をしていきたいと思います。 

○教育長  この悩み相談シート以外の取組といいますか、工夫も必要だというご意見をいた

だきましたが、いじめ相談シートというのを悩み相談シートとしたことで、子供

たちがいじめのことやメッセージを送りやすくなり、また、そのことによって、

色々ないじめ以外の、例えば家庭の中でのことであったり、子供と先生との関係

についても書ける子は書いております。そこをしっかりと受け止めて、生かして

いただく。たくさんの御意見をいただきました。今の貴重な御意見につきまして

も、学校のほうに周知をして、よりよい形で進むようにやっていきたいと思って

おります。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項２ 高砂市子ども読書推進計画第２期（素案）への意見募集結果と今後の

スケジュールについて 

 

○事務局  （報告事項２について説明） 

○教育長  説明は終わりました。何か御質問はございますか。 

○委員   意見を募って、意見をいただきたいということで出したけれども、結局１件も意

見が来なかったということですか。広報の仕方に問題がなかったのかなという。

色々と意見を言ってくださいといったときに、ゼロ件って普通あり得ない。普通

だったら、何か書こうかと、気になれば必ず書く、広報の仕方によっては、全く

そんなの知りませんでしたということもあり得るのかなと。広報の仕方はしっか

りできていたけれども全く意見がなかったのか、それとも広報の仕方に問題があ

ったのか、その辺りはいかがなのでしょうか。 

○事務局  ゼロ件ということに関しましては、確かにご意見はいただけなかったのですが、

市のルールどおりには広報をさせていただいております。もともとの広報の仕方、

市全体でのやり方については、今後広報の担当と議論していきたいと思います。

市のルールといたしましては、例えば今回でしたら、読書計画なので、図書館に

何らかの広報をする方法がなかったのか、そういったところに関しましては、今

後の子ども読書計画については５年間を通して、ほかの市の計画、特に教育委員

会の計画をまた作成するようなときには、パブリックコメントを市のルール以上

に何かこういったところに周知したら意見が集まりやすいのではないかという

ことについては、個々のケース・バイ・ケースで判断といいますか、考えていく

ことも必要ではないかと今回の結果を踏まえ考えております。 

○委員   そうですね。このままで良しとするのはやはりよくないというか、コメントをも

らってこそ、更に大きく推進するものであって、市民がそれだけ興味がないのか、

それとも広報が悪いのか、しっかりと確認をして、やりたいのであれば、やはり
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しっかりといろんなコメントをもらって充実させるというつもりで伺っていか

ないと駄目ではないかと思います。 

○教育長  今、意見収集について、パブリックコメントの広報の仕方については、工夫をし

て欲しいという御意見をいただきましたので、今後、作成の際には、検討をして

ください。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  報告事項３ 高砂市教育委員会事業後援について 

 

○事務局  （報告事項３について説明） 

○教育長  説明は終わりました。御意見、御質問はございますか。 

      無いようですので、これで承認をさせていただきたいと思います。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  その他１ ２月行事予定について 

 

○事務局  （その他１について説明） 

○教育長  説明は終わりました。御意見、御質問はございますか。 

      それでは、よろしくお願いします。 

---------------------------------------------------------------------------------- 

議 事  その他２ 公表等と学校への周知について 

 

○事務局  （その他２について説明） 

○教育長  説明は終わりました。これまで、コロナの感染者が発生したときの公表について

ですが、ケース・バイ・ケースで対応をしていたものを、文書にして学校にも周

知させていただきたいという報告です。もう１つは、もしも感染者が校長の場合、

代理が必要な場合もあり、しっかりと周知をして、不手際のないようにきちっと

対応をしていくという２つの報告をさせていただきました。何かこの件等につい

て御意見、御質問がありましたらお願いします。 

○委員   公表の仕方は新聞報道のみ載せるのか、学校から保護者への通達、これが公表だ

と思うのだけれども、そういうのをどうするのか。一般的に、公に公表すること

と、学校の保護者に対しての公表の仕方に関して、保健所の判断の遅さがあって、

深夜にならないと連絡できないような状況になってしまって、１日ロスを起こす

ような形があったり、今は完全に100％向こうにゆだねているから、連携をきち

んとして、速やかに、マスコミへも当然でしょうけれども、保護者への連絡、い

わゆる公表の仕方というのはどんなことをされるのかというのがここに書いて

いないのですけれどもいかがですか。 

○事務局  学校からの情報提供というところで、保護者へのお知らせということで書いてお

ります。上記のことについてというのは、感染者が児童生徒の場合で、学校の臨
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時休業が必要になった場合ということで考えております。委員がおっしゃられた

ように、その日の夜になって調査が入らない場合は、翌日に調査となってしまう

ことから休業する必要があるということが当然考えられます。その場合は当該学

級の保護者に学校から電話連絡等でお知らせをすることで考えております。 

○委員   リアルタイムにいかなかったら、判断が出ないからということで、学校がいい加

減なことでは駄目だろうと思いますけど、実際難しいところがありますよね。今

言った全員に電話するのも難しい。一斉発信もどのようにされているのかという

のも具体的によく分からないですが、やれるのですか。 

○教育長  教育委員会事務局と学校が連携してしっかり対応していきたいと思います。 

○事務局  追加でお願いします。中学校における部活動の指導指針です。安全指導として、

新型コロナウイルス感染症予防ということで付け加えさせていただきました。こ

れは高砂市立園・学校における新型コロナウイルス感染症対策マニュアルに沿っ

て、その時々の感染状況に応じた安全な部活動運営が行えるようにということで、

この度新たに掲載したものです。御承認いただければ、これを学校現場のほうへ

発出したいと思っております。 

○委員   他市では非常事態宣言中はクラブ活動の短縮という形が行われています。高砂市

のクラブ活動は１日何時間とか制限をかけているのですか。 

○事務局  兵庫県教育委員会も出しております県立高等学校等への部活の方針に沿いまし

て、平日は２時間、休日は３時間の時間、平日は週最低１日、土日につきまして

も最低１日休み、これは従来の指導時間、それから休日設定と変わりはございま

せん。これは加古川市、稲美町、播磨町とも話をしまして、県の方針に沿ってい

こうという形で、練習試合等は一切しないとしております。 

○委員   公立は交流試合、練習試合、大会に参加しないけれども、クラブチームでやって

いるところがありますよね。そちらに対しては指導といっても難しいと思うけれ

ども、今の状況の中では慎んでくださいと教育委員会から発信できるのであれば

していただきたい。 

○教育長  休憩中に部活中の飲食についても明記したほうがいいのではないかという御質

問がありました。事務局いかがですか。 

○事務局  マニュアルには飲食のことは、部活のみならずということで、学校活動の中での

飲食を記述しておりますので、それに沿って部活もやっていくということで考え

ております。また、部活のほうではお茶を飲むとか、その程度でございますので、

食べるとかいう場面はないです。 

○委員   そのお茶を飲むことが気になっています。マスクを外して休憩時間に輪になって

水分補給をしながら、わいわい騒ぐから飛沫感染になって、それが一番部活は感

染が特に多いと言われている原因となっていると思います。それについて、制限

をかけるコメントがこの中にないと、学校全体でやっていますと言っても、部活
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の中でそういうのが徹底されていないから、部活での感染というのが広がると思

うのです。 

○教育長  事務局は、コロナの感染対応マニュアルがあるので、それを守っていただいてい

るからここには書いていないという説明でしたけれども、それに書いていても、

ここにもきちっと載せたほうがいいのではないかという御意見です。 

○委員   ええ、そうです。特に部活で今、問題になっているのが、部活内での飲食で感染

を引き起こすというのがよく新聞だとかテレビでも言っているので、やはり部活

動の指導指針に明記したほうが、学校内の教室で感染がどんどん広がったという

話はほとんどないけれども、部活での感染というのはやはりクローズアップされ

ているのが多いので、明記すべきだと思うのですけれどもいかがですか。 

○事務局  先ほどいただいた御意見を参考にさせていただき、集まって近距離で会話をしな

がら食事をするのを避けるという表現については、言葉を整然して掲載します。 

○委員   最後に、マスクの種類に関しては、小さい子はいいですけれども、大人は少なく

とも不織布のマスクにしないといけないと思います。子供からうつるのはなかな

か少なく、教職員からうつるのを防止するためには、教職員は最低限、不織布の

マスクをしなければいけないかなと思います。少なくとも学校の中では避けるべ

きだと思います。 

○教育長  マスクの貴重な御意見をいただきました。感染予防についてもさらに周知してい

きながら予防対策を万全にしていきたいと思います。他に何かありますか。特に

ないようでしたら、これで終わりたいと思います。 

                                          

   令和３年１月２１日 午後７時５５分 教育長会議の閉会を宣告 

                                          

 

 


